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AM-215Bシリーズ 

通信機能取扱説明書 
 
1. 概要 

この取扱説明書はAM-215Bシリーズの通信機能に関する仕様及び取り扱いについて説明するものです。 

 

2. 仕様 

同 期 方 式 ： 調歩同期式 

通 信 方 式 ： 2 線式半二重（ポーリングセレクティング方式） 

伝 送 速 度 ： 38400bps/19200bps/9600bps/4800bps/2400bps 

ス タ ー ト ビ ッ ト ： 1bit 

デ ー タ 長 ： 7bit/8bit 

パ リ テ ィ ビ ッ ト ： 偶数パリティ/奇数パリティ/パリティ無し 

誤 り 検 出 ： BCC（ブロック・チェック・キャラクタ）チェックサム 

ス ト ッ プ ビ ッ ト ： 1bit/2bit 

文 字 コ ー ド ： ASCII コード 

デ リ ミ タ ： CR/CR+LF 

伝 送 制 御 手 順 ： 無手順 

使 用 信 号 名 ： 非反転（＋）、反転（－） 

接 続 台 数 ： メータは最大31 台 

路 線 長 ： 最大500m（合計） ※EN 適合の場合は 30m 未満 

終 端 抵 抗 ： 200Ω（⑤～⑥端子間を短絡することで ON） 

 

3. 接続方法 

RS-485 の接続の際に本器がエンド局となった場合には、TERM 端子を短絡してください。 
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4  通信機能のパラメータ 

AM-215Bの通信機能のパラメータはボーレート、データ長、パリティビット、ストップビット、デリミタ、機器IDが選択可能となっております。各パラメー

タの設定方法は本体取扱説明書を参照してください。 

 

5  通信手段 

 通信したい対象のモジュール(スレーブ)に対し、マスター側より通信を行います。通信の確立を行ったモジュールのみマスターと通信できます。通信

の解放コマンドにより通信の確立中のモジュールは解放されます。また別のモジュールに対して通信の確立を行った場合も、通信の確立中のモジュ

ールは解放されます。なお通信の確立または通信の解放のコマンドはコマンド表をご参照ください。 

 

6  RS-485 送受信フォーマット 

6.1.使用可能な制御コード 

  
 
 
 
 
 
 

6.2. コマンドフォーマット 

通信の確立後のモジュールに送信するコマンド、またはモジュールからの応答コマンドのフォーマット以下に示します。 

 
  STX(テキスト開始コード：1byte) | コマンド部(ASCII コード) | ETX(テキスト終了コード：1byte) |  

BCC BCC(BCC チェックサム：2byte) |CR  LF / CR (デリミタ：2byte / 1byte) 

 

 6.3. BCC チェックサム 

AM-215BのRS-485機能はコマンドの誤り検出としてBCC(ブロック・チェック・キャラクタ)チェックサムを使用します。通信の確立または、通信の解放以

外のコマンドにはBCCチェックサムを付与してコマンドを送付します。コマンド部からテキスト終了コードの16進数の総和の下位8bitを使用し、その下位

4bit の数値を ASCII コード変換したものと、上位4bit の数値を ASCII コード変換したものを BCC チェックサムとして付与します。 

送受信フォーマットは下記をご参照ください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

送信時の例

STX D S P ETX A E CR LFキャラクタ

16進 02H 44H 53H 50H 03H 41H 45H 0DH 0AH

BCC H=①～④の合計下位8bitの上位4bit

① ② ③ ④

BCC L=①～④の合計下位8bitの下位4bit

44H+53H+50H+03H=EAH

44H+53H+50H+03H=EAH受信時の例

キャラクタ STX 0 0 0 ETX 9 D CR LF

02H 30H 30H 30H 03H 39H 44H 0DH 0AH

⑤ ⑥ ⑦ ⑪

20H

① ② ③

5

35H

④

20H 20H

H

48H

⑧ ⑨

I

49H

⑩

20H

BCC L=①～⑪の合計下位8bitの下位4bit

20H+20H+20H+35H+30H+30H+30H+20H+48H+49H+03H=1D9H

BCC L=①～⑪の合計下位8bitの上位4bit

20H+20H+20H+35H+30H+30H+30H+20H+48H+49H+03H=1D9H

制御コード 16進 名称 内容 コマンド表内表記

STX 02H Start of Text テキスト開始 ST

ETX 03H End of Text テキスト開始終了 ET
EOT 04H End of Transmission 伝送終了 EO
ENQ 05H Enquiry 問い合わせ EN
ACK 06H Acknowledge 肯定応答 AC
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. コマンド表 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

共通応答 Y E S ET CR LF

（正常な応答）

N O ? ET CR LF

（未定義のコマンド等に対する応答）

通信の確立

･モジュールのコマンド受付状態への移行 EN 0 1 CR LF AC 0 1 CR LF

※機器ID 2桁(01～99) （機器IDが異なる場合は応答はなく、通信確立済みの場合は解放）

（先頭データがENかつコマンド異常時に通信確立済みの場合は解放）

通信の解放
･モジュールのコマンド受付状態の解除 EO CR LF

（解放に対しては無応答）

（先頭データがENかつコマンド異常時に通信確立済みの場合は解放）

表示値及び比較結果応答

･表示値及び比較結果の確認 ST D S P ET CR LF ST 5 0 0 0 H I ET CR LF

（+5000表示、小数点なし、判定結果HIの状態の応答）
ST - 5 0 0 0 H I ET CR LF

（-5000表示、小数点なし、判定結果HIの状態の応答）
ST - 1 ． 0 H I ET CR LF

（-10表示、小数点あり、判定結果HIの状態の応答）
ST < = 9 9 9 9 H I ET CR LF

（+オーバー表示、小数点なし、判定結果HIの状態の応答）
ST < = - 9 9 9 9 H I H H ET CR LF

（-オーバー表示、小数点なし、判定結果HH&HIの状態の応答）

2～3キャラクタ：通常時は空白2文字。オーバー表示時には「<=」。

4キャラクタ以降：表示値＆比較結果。桁が少ない時は右詰め。表示値と比較結果の間は空白。

比較結果複数存在時は空白を挟んで続けます。優先順位はLL＞LO＞GO＞HI＞HH。

設定画面の場合は応答を返しません。

HOLD中や単純平均演算中は、単純平均演算完了後（表示値算出後）に応答します。

ただし、応答待ち中に別コマンドの送受信を行った場合は無応答。

オーバー時は表示値=9999（小数点ありの場合は含みます）。

表示値応答
･表示値の確認 ST M E S ET CR LF ST － 1 ． 0 0 0 ET CR LF

（-1.000表示）

2～3キャラクタ：通常時は空白2文字。オーバー表示時には「<=」。

4キャラクタ：最大桁数時の極性表示。最大桁で極性が無い場合は空白。

5～13キャラクタ：表示値。桁が少ない時は左詰め。満たないキャラクタは空白。

設定画面の場合やHOLD中は最後に演算された表示値を応答。

一度も演算が行われていない時は表示値=0（小数点ありの場合は含みます）。

オーバー時は最後に演算された表示値を応答。

比較結果応答

･比較結果の確認 ST J G M ET CR LF ST H I ET CR LF

（判定結果HIの状態の応答）
ST H H ． H I ET CR LF

（判定結果HH,HIの状態の応答）
ST H I ． L O ET CR LF

（判定結果HI,LOの状態の応答）
ST L O ． L L ET CR LF

（判定結果LO,LLの状態の応答）

N O ? ET CR LF

（一度も比較判定が行われてないときの応答）

2～16キャラクタ：比較結果。2つ以上の場合、空白とピリオドで区切ります。満たないキャラクタは空白。

設定画面の場合、最後に演算された比較比較結果を応答。

ホールドリモート制御応答
･通信によるホールド制御状態の確認 ST S T H ET CR LF ST S T A R T ET CR LF

（リモート制御なしのとき、またはリモート制御によるホールド状態OFFの応答）

ST H O L D ET CR LF

（リモート制御によるホールド状態ONの応答）

ホールド端子応答
･外部制御入力端子状態の確認 ST E S A ET CR LF (略）

（応答はホールドリモート制御応答と同じです。HOLD状態ではなく端子状態であることに注意）

ホールドリモート制御
･通信によるホールド状態OFF指示 ST S T H S ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･通信によるホールド状態ON指示 ST S T H H ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･トリガ入力 ST T ET CR LF (略）
（応答はDSPコマンド応答と同じです）

※ホールド状態ON（リモートor外部制御による）でないときは無応答。

･ホールドリモート制御解除 ST E S M ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

デジタルゼロリモート制御応答
･デジタルゼロ制御状態の確認 ST D Z R ET CR LF ST D Z R O F F ET CR LF

（デジタルゼロ状態OFF（リモートor外部制御orキー操作による）のときの応答）
ST D Z R 1 0 0 0 ET CR LF

（デジタルゼロ状態ON（リモートor外部制御orキー操作による）のときの応答。デジタルゼロ値を返します）

※デジタルゼロ値は右詰めのゼロサプレス応答。小数点設定があれば含みます。

デジタルゼロ端子応答
･外部制御入力端子状態の確認 ST E Z A ET CR LF ST D Z R O F F ET CR LF

（デジタルゼロ端子OFF状態の応答。デジタルゼロ実行状態ではなく端子状態であることに注意）
ST D Z R O N ET CR LF

（デジタルゼロ端子ON状態の応答。デジタルゼロ実行状態ではなく端子状態であることに注意）

デジタルゼロリモート制御
･通信によるデジタルゼロ状態ON指示 ST D Z R O N ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※デジタルゼロ値は実行時の表示値。 （指示受付）

リモートによるON指示時、デジタルゼロバックアップONなら電源断時デジタルゼロ状態を記憶します。

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･通信によるデジタルゼロ状態OFF指示 ST D Z R O F F ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

リモートによるOFF指示時は制御状態は記憶しません（リモートによるOFF指示も解除）。

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･通信によるデジタルゼロ状態ON指示＆デジタルゼロ値指示 ST D Z R 1 0 0 0 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※-9999～9999 （指示受付）

※桁が少ない場合は以下のコマンドを左詰め。 リモートによるON指示時、デジタルゼロバックアップONなら電源断時デジタルゼロ状態を記憶します。

 　小数点は含めません。 設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･デジタルゼロリモート制御解除 ST E Z M ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

送信データ 応答データ

BCC

BCC

BCC

BCC

BCC

機能/内容

BCC
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BCC

BCC

BCC
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比較出力リモート制御応答

･通信による比較出力端子模擬出力状態の確認 ST R L Y ET CR LF ST R L Y O F F ET CR LF

（リモート制御なしのとき、またはリモート制御による全端子OFF状態の応答）

ST R L Y H I ET CR LF

（リモート制御によりHI端子をONとしている状態の応答）

･通信による比較判定HIのON指示 ST R L Y H I ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※指示値はその他、HH、GO、LO、LL （指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･通信による比較判定全てのOFF指示 ST R L Y O F F ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

N O ? ET CR LF

（比較出力タイプにより割り当てがない端子をリモート制御したときの応答）

･比較出力リモート制御解除 ST R C M ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

リモート制御状態応答
･通信による各機能のリモート制御状態の確認 ST R E A ET CR LF ST N O  ? ET CR LF

（いずれの機能もリモート制御してない状態の応答）

ST D Z R ET CR LF

（デジタルゼロ機能をリモート制御している状態の応答）
ST S T H ET CR LF

（ホールド機能をリモート制御している状態の応答）
ST R L Y ET CR LF

（比較出力機能をリモート制御している状態の応答）

※複数の機能をリモート制御されている場合は上から順に応答データを返します。

　 キー操作無効リモート制御は含みません。

最大値/最小値/最大値-最小値応答
･最大値、最小値、および最大－最小値の確認 ST M A X ET CR LF ST M A X 5 0 0 . 0 ET CR LF

（最大値の応答）

ST M I N - 1 0 0 . 0 ET CR LF

（最小値の応答）
ST M - M - 6 0 0 . 0 ET CR LF

（最大値－最小値の応答）

※デリミタに続けて一括応答（上から）

※各値は右詰めのゼロサプレス応答。小数点設定があれば含みます。

最大値/最小値/最大値-最小値クリア
･最大値のクリア ST M C L M A ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･最小値のクリア ST M C L M I ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･最大値＆最小値のクリア ST M C L M M ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

キー操作無効リモート制御応答
･キー操作無効状態の応答 ST K E Y ET CR LF ST K E Y O N ET CR LF

（キー操作無効リモート制御ON状態のときの応答）

ST K E Y O F F ET CR LF

（キー操作無効リモート制御OFF状態のときの応答）

キー操作無効リモート制御
･通信によるキー操作無効状態ON指示 ST K E Y O N ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･通信によるキー操作無効状態OFF指示 ST K E Y O F F ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

単純平均回数応答
･設定値の応答 ST A V G ET CR LF ST A V G 1 ET CR LF

（平均回数が1のときの応答）
ST A V G 1 0 0 ET CR LF

（平均回数が100のときの応答）

単純平均回数設定

･設定値の変更 ST A V G 1 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※1/2/4/8/10/20/40/80/100/200 （指示受付）

※2桁、3桁の場合は右に伸ばします。 設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

単純平均回数が100のときの例
ST A V G 1 0 0 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

移動平均回数応答
･設定値の応答 ST M A V ET CR LF ST M A V O F F ET CR LF

（移動平均回数がOFFのときの応答）
ST M A V O N = 4 ET CR LF

（移動平均回数が4のときの応答。設定値は2桁固定の右詰めでゼロサプレス応答。）

移動平均回数設定
･設定値の変更 ST M A V 0 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※0/2/4/8/16/32 （指示受付）

※OFFにしたい場合は0を入力。 設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

※2桁の場合は右に伸ばします。
移動平均の回数が16のときの例
ST M A V 1 6 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

ステップワイド応答
･設定値の応答 ST S W D ET CR LF ST S W D 1 ET CR LF

（ステップワイドが1のときの応答）

ステップワイド設定
･設定値の変更 ST S W D 1 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※0/1/2/5 （指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

デジタルリミッタタイプ応答
･設定値の応答 ST D L T ET CR LF ST D L T C U T ET CR LF

（デジタルリミッタタイプがCUTのときの応答）
ST D L T O V E R ET CR LF

（デジタルリミッタタイプがOVERのときの応答）

デジタルリミッタタイプ設定
･設定値の変更 ST D L T C U T ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。
ST D L T O V E R ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

通信パラメータ応答
･設定値の応答 ST R S - ET CR LF ST R S - 1 9 2 0 0 - 7 - E - 2 - C R / L F ET CR LF

（ボーレート-データ長-パリティ-ストップビット-デリミタの順に応答）

※パリティは偶数のとき「E」、奇数のとき「O」、なしのとき「N」

※デリミタはCRのとき「CR」、CR+LFのとき「CR/LF」

通信パラメータ設定
･設定値の変更 ST R S - 9 6 0 0 - 8 - O - 1 - C R ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※ボーレート-データ長-パリティ-ストップビット-デリミタの順。 （指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

ボーレート：9600/4800/2400/38400/19200 応答直後に設定値が切り替わります。

データ長：7/8
パリティ：E/O/N
ストップビット：1/2
デリミタ：CR/ CR/LF
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1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

機器ID応答

･設定値の応答 ST Ａ D R ET CR LF ST A D R 0 1 ET CR LF

（機器IDが01のときの応答）

機器ID設定
･設定値の変更 ST A D R 0 1 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※01～99(2桁固定) （指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

応答直後に設定値が切り替わります。

デジタルゼロバックアップ応答
･設定値の応答 ST B D Z ET CR LF ST B D Z O N ET CR LF

（デジタルゼロバックアップがONのときの応答）
ST B D Z O F F ET CR LF

（デジタルゼロバックアップがOFFのときの応答）

デジタルゼロバックアップ設定
･設定値の変更 ST B D Z O N ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

応答直後に設定値が切り替わります。
ST B D Z O F F ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

応答直後に設定値が切り替わります。

デジタルゼロ値保存指示
･デジタルゼロ値の保存 ST S A V ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※実行にはデジタルゼロバックアップONが必要。 （指示受付、HOLD中であってもこの応答）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。
ST N O ? ET CR LF

（デジタルゼロバックアップ設定がOFFのときの応答）

トラッキングゼロ応答
･設定値の応答 ST T R K ET CR LF ST T R K O N T = 1 W = 1 ET CR LF

（トラッキングゼロがON、トラッキングゼロ時間が1、トラッキングゼロ幅が1のときの応答）
ST T R K O N T = 1 0 W = 9 9 ET CR LF

（トラッキングゼロがON、トラッキングゼロ時間が10、トラッキングゼロ幅が99のときの応答）
ST T R K O F F ET CR LF

（トラッキングゼロがOFFのときの応答）

トラッキングゼロ設定
･トラッキングゼロ時間の変更 ST T R K T = 1 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※0～99 （指示受付）

※2桁の場合は右に伸ばします。 設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･トラッキングゼロ幅の変更 ST T R K W = 9 9 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※0～99 （指示受付）

※1桁の場合は以下のコマンドを左詰め。 設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･トラッキングゼロOFF ST T R K T = 0 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

パワーオンディレイ時間応答
･設定値の応答 ST P O N ET CR LF ST P O N O F F ET CR LF

（パワーオンディレイがOFFのときの応答）
ST P O N O N = 1 ET CR LF

（パワーオンディレイ時間が1のときの応答）
ST P O N O N = 3 0 ET CR LF

（パワーオンディレイ時間が30のときの応答）

パワーオンディレイ時間設定
･設定値の変更 ST P O N 1 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※1～30 （指示受付）

※2桁の場合は右に伸ばします。 設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。
ST P O N 0 ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※OFF指示。 （指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

コンパレータデータ設定/応答
･コンパレータデータ設定への移行 ST C O M ET CR LF ST C O M T H ． G ． L ET CR LF

（比較出力タイプH.G.Lのときの応答）
ST C O M T H H ． H ． G ET CR LF

（比較出力タイプHH.H.Gのときの応答）
ST C O M T G ． L ． L L ET CR LF

（比較出力タイプG.L.LLのときの応答）

COMコマンドを受信した時点で本体の表示はCOMとなります。

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･次設定項目の設定値応答 ST N ET CR LF ST S - H I 1 0 0 0 ET CR LF

※N送信ごとに応答内容が切り替わります。 （判定値1がHIで1000のときの応答）

　 比較出力タイプ ST S - H H 5 0 0 ET CR LF

　　　　　↓ （判定値1がHHで500のときの応答）

　 判定値1 ST S - L O - 5 0 0 ET CR LF

　　　　　↓ （判定値2がLOで-500のときの応答）

　 判定値2 ST S - L L - 1 0 0 0 ET CR LF

　　　　　↓※範囲チェック実行 （判定値2がLLで-1000のときの応答）

　 ヒステリシス1　　（エラー時Error応答＆判定値1連続応答） ST H - H I 0 ET CR LF

　　　　　↓ （ヒステリシス1がHIで0のときの応答）

　 ヒステリシス2 ST H - H H 1 0 ET CR LF

　　　　　↓ （ヒステリシス1がHHで10のときの応答）

　 出力1論理 ST H - L O 1 0 ET CR LF

　　　　　↓ （ヒステリシス2がLOで10のときの応答）

　 出力2論理 ST H - L L 0 ET CR LF

　　　　　↓ （ヒステリシス2がLLで0のときの応答）

　 出力3論理（比較出力端子3点のときのみ） ST L - H I N ． C ET CR LF

　　　　　↓ （出力端子1がHIで論理がノーマリクローズのときの応答）

　 AL1点灯選択 ST L - G O N ． O ET CR LF

　　　　　↓ （出力端子2がGOで論理がノーマリオープンのときの応答）

　 AL2点灯選択 ST A L 1 L O ET CR LF

　　　　　↓ （AL1点灯選択がLOのときの応答）

　 比較出力タイプに戻る ST A L 2 H I ET CR LF

（AL2点灯選択がHIのときの応答）

※各値は右詰めのゼロサプレス応答。小数点設定があれば含みます。

･比較出力タイプの設定変更 ST H H ． H ． G ET CR LF ST C O M T H H ． H ． G ET CR LF

※現在の設定項目が比較出力タイプのときのみ受付。 ※H.G.L/HH.H.G/G.L.LL （設定した値の応答）

※指示時、AL1/2点灯選択がGOに初期化されます。

･判定値1の設定変更 ST 8 0 0 0 ET CR LF ST S - H H 8 0 0 0 ET CR LF

※-9999～9999 （設定した値の応答）

※現在の設定項目が判定値1のときのみ受付。 ※桁が少ない場合は以下のコマンドを左詰め。
 　小数点は含めません。（他パラメータも同様）

･判定値2の設定変更 ST 5 0 0 ET CR LF ST S - H I 5 0 0 ET CR LF

※現在の設定項目が判定値2のときのみ受付。 ※-9999～9999 ただし 判定値1≦判定値2のときError （設定した値の応答）

･ヒステリシス1の設定変更 ST 0 ET CR LF ST H - H H 0 ET CR LF

※現在の設定項目がヒステリシス1のときのみ受付。 ※0～999 （設定した値の応答）

･ヒステリシス2の設定変更 ST 9 9 9 ET CR LF ST H - H I 9 9 9 ET CR LF

※現在の設定項目がヒステリシス2のときのみ受付。 ※0～999 （設定した値の応答）

･出力1論理の設定変更 ST N ． O ET CR LF ST L - H H N ． O ET CR LF

※現在の設定項目が出力1論理のときのみ受付。 ※N.O/N.C （設定した値の応答）

･出力2論理の設定変更 ST N ． C ET CR LF ST L - H I N ． C ET CR LF

※現在の設定項目が出力2論理のときのみ受付。 ※N.O/N.C （設定した値の応答）

･出力3論理の設定変更 ST N ． O ET CR LF ST L - G O N ． O ET CR LF

※現在の設定項目が出力3論理のときのみ受付。 ※N.O/N.C （設定した値の応答）

･AL1点灯選択の設定変更 ST G O ET CR LF ST A L 1 G O ET CR LF

※現在の設定項目がAL1点灯選択のときのみ受付。 ※HH/HI/GO/LO/LL （設定した値の応答）

･AL2点灯選択の設定変更 ST L O ET CR LF ST A L 2 L O ET CR LF

※現在の設定項目がAL2点灯選択のときのみ受付。 ※HH/HI/GO/LO/LL （設定した値の応答）

･設定の確定 ST R ET CR LF ST Y E S ET CR LF

※設定条件範囲チェックし、OKなら設定を保存して測定に復帰。 （指示受付）

　 NG時はError応答後、比較出力タイプを続けて応答。 ST E r r o r ET CR LF

（設定条件範囲外）
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機能/内容 信データ 応答データ
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

スケーリングデータ設定/応答

･スケーリングデータ設定への移行 ST M E T ET BCC CR LF ST F S C 9 9 9 9 ET BCC CR LF

（フルスケール表示値が9999のときの応答）

METコマンドを受信した時点で本体の表示はMETとなります。

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

･次設定項目の設定値応答 ST N ET BCC CR LF ST F I N 9 9 9 9 ET BCC CR LF

※N送信ごとに応答内容が切り替わります。 （フルスケール入力値が9999のときの応答）

　 フルスケール表示値 ST O F S 0 ET BCC CR LF

　　　　　↓ （オフセット表示値が0のときの応答）

　 フルスケール入力値 ST O I N 0 ET BCC CR LF

　　　　　↓ （オフセット入力値が0のときの応答）

　 オフセット表示値 ST D L H I 9 9 9 9 ET BCC CR LF

　　　　　↓ （デジタルリミッタHI値が9999のときの応答）

　 オフセット入力値 ST D L L O - 9 9 9 9 ET BCC CR LF

　　　　　↓ （デジタルリミッタLO値が-9999のときの応答）

　 デジタルリミッタHI値　 ST A O H I 9 9 9 9 ET BCC CR LF

　　　　　↓ （アナログ出力HI値が9999のときの応答）

　 デジタルリミッタLO値 ST A O L O 0 ET BCC CR LF

　　　　　↓ （アナログ出力LO値が0のときの応答）

　 アナログ出力HI値 （アナログ出力型式でない時次項目へ） ※各値は右詰めのゼロサプレス応答。小数点設定があれば含みます。

　　　　　↓ ST D E P 4 ET BCC CR LF

　 アナログ出力LO値（アナログ出力型式でない時次項目へ） （小数点位置がなしのときの応答、4桁目=3、3桁目=2、2桁目=1、1桁目=0）

　　　　　↓

　 小数点位置

　　　　　↓

　 フルスケール表示値に戻る

･フルスケール表示値の設定変更 ST 8 0 0 0 ET BCC CR LF ST F S C 8 0 0 0 ET BCC CR LF

※-9999～9999 （設定した値の応答）

※現在の設定項目がフルスケール表示値のときのみ受付。 ※桁が少ない場合は以下のコマンドを左詰め。
 　小数点は含めません（他パラメータも同様）。

･フルスケール入力値の設定変更 ST 8 0 0 0 ET BCC CR LF ST F I N 8 0 0 0 ET BCC CR LF

※現在の設定項目がフルスケール入力値のときのみ受付。 ※-9999～9999 （設定した値の応答）

･オフセット表示値の設定変更 ST 8 0 0 0 ET BCC CR LF ST O F S 8 0 0 0 ET BCC CR LF

※現在の設定項目がオフセット表示値のときのみ受付。 ※-9999～9999 （設定した値の応答）

･オフセット入力値の設定変更 ST 5 0 0 ET BCC CR LF ST O I N 5 0 0 ET BCC CR LF

※現在の設定項目がオフセット入力値のときのみ受付。 ※-9999～9999 （設定した値の応答）

･デジタルリミッタHI値の設定変更 ST 8 0 0 0 ET BCC CR LF ST D L H I 8 0 0 0 ET BCC CR LF

※現在の設定項目がデジタルリミッタHI値のときのみ受付。 ※-9999～9999 （設定した値の応答）

･デジタルリミッタLO値の設定変更 ST 9 9 9 ET BCC CR LF ST D L L O 9 9 9 ET BCC CR LF

※現在の設定項目がデジタルリミッタLO値のときのみ受付。 ※-9999～9999 （設定した値の応答）

･アナログ出力HI値の設定変更 ST 9 9 9 ET BCC CR LF ST A O H I 9 9 9 ET BCC CR LF

※現在の設定項目がアナログ出力HI値のときのみ受付。 ※-9999～9999 （設定した値の応答）

･アナログ出力LO値の設定変更 ST 1 0 0 ET BCC CR LF ST A O L O 1 0 0 ET BCC CR LF

※現在の設定項目がアナログ出力LO値のときのみ受付。 ※-9999～9999 （設定した値の応答）

･小数点位置の設定変更 ST 4 ET BCC CR LF ST D E P 4 ET BCC CR LF

※現在の設定項目が小数点位置のときのみ受付。 ※0～4 （設定した値の応答）

※小数点位置がなしのとき=4、4桁目=3、3桁目=2、2桁目=1、1桁目=0
･設定の確定 ST R ET BCC CR LF ST Y E S ET BCC CR LF

※設定条件範囲チェックし、OKなら設定を保存して測定に復帰。 （指示受付）

　 NG時はError応答後、フルスケール表示値を続けて応答。 ST E r r o r ET BCC CR LF

（設定条件範囲外）

リニアライズ機能応答
･設定値の応答 ST L I N ET BCC CR LF ST L I N O F F ET BCC CR LF

（リニアライズ機能がOFFのときの応答）
ST L I N O N ET BCC CR LF

（リニアライズ機能がONのときの応答）
ST L I N C L R ET BCC CR LF

（リニアライズ機能がクリアのときの応答）

リニアライズ機能設定
･設定値の変更 ST L I N O F F ET BCC CR LF ST Y E S ET BCC CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。
ST L I N O N ET BCC CR LF ST Y E S ET BCC CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。
ST E r r o r ET BCC CR LF

（設定条件範囲外）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。
ST L I N C L R ET BCC CR LF ST Y E S ET BCC CR LF

（指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

リニアライズ補正点数応答
･設定値の応答 ST L N O ET BCC CR LF ST L N O 0 2 ET BCC CR LF

（リニアライズ補正点数が2のときの応答。2桁固定。）

リニアライズ補正点数設定
･設定値の変更 ST L N O 1 6 ET BCC CR LF ST Y E S ET BCC CR LF

※02～16(2桁固定) （指示受付）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。
ST E r r o r ET BCC CR LF

（設定条件範囲外）

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

リニアライズデータ設定/応答
･リニアライズデータ設定への移行 ST L N D 0 1 ET BCC CR LF ST L N D 0 1 I = 0 ET BCC CR LF

※任意の位置以降の設定が可能。 （リニアライズ補正点1入力値が0のときの応答）

LNDコマンドを受信した時点で本体の表示はLINEとなります。

設定画面またはシフト設定画面の場合は指示を受け付けません（NO ?応答）。

リニアライズ点数未設定(00)のときはNO ?応答。

･次設定項目の設定値応答 ST N ET BCC CR LF ST L N D 0 1 O = 0 ET BCC CR LF

※N送信ごとに応答内容が切り替わります。 （リニアライズ補正点1出力値が0のときの応答）

　 リニアライズ補正点1入力値 ST L N D 1 6 I = 9 9 9 9 ET BCC CR LF

　　　　　↓ （リニアライズ補正点16入力値が9999のときの応答）

　 リニアライズ補正点1出力値 ST L N D 1 6 O = - 9 9 9 9 ET BCC CR LF

　　　　　↓ （リニアライズ補正点16出力値が-9999のときの応答）

　 （中略） ※各値は右詰めのゼロサプレス応答。小数点は含めません。

　　　　　↓

　 リニアライズ補正点16入力値

　　　　　↓

　 リニアライズ補正点16出力値

　　　　　↓

　 リニアライズ補正点1入力値に戻る

･リニアライズ補正点1入力値の設定変更 ST 8 0 0 0 ET BCC CR LF ST L N D 0 1 I = 8 0 0 0 ET BCC CR LF

※-9999～9999 （設定した値の応答）

※現在の設定項目がリニアライズ補正点1入力値のときのみ受付。 ※桁が少ない場合は以下のコマンドを左詰め。
 　小数点は含めません（他パラメータも同様）。

･リニアライズ補正点1出力値の設定変更 ST - 8 0 0 0 ET BCC CR LF ST L N D 0 1 O = - 8 0 0 0 ET BCC CR LF

※現在の設定項目がリニアライズ補正点1出力値のときのみ受付。 （設定した値の応答）

･設定の確定 ST R ET BCC CR LF ST Y E S ET BCC CR LF

※設定条件範囲チェックし、OKなら設定を保存して測定に復帰。 （指示受付）

   リニアライズ機能がCLRのときOFFとなります。 ST E r r o r ET BCC CR LF

　 NG時はError応答後、補正点1入力値を続けて応答。 （設定条件範囲外）
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